
宮城県多賀城高等学校の
防災教育から考える
自然災害と農業
災害科学科1年

紀室美月 志鎌蒼彩 本田大晟 三浦世那 山本陸

【資料３】



誰にでも
未来を創る
力がある

240名 6クラス

40名 1クラス
開設7年目

1976年（昭和51年）開校
今年度で創立46周年

宮城県多賀城高等学校
Miyagi prefecture Tagajo high school



2011年3月11日 １４：４６

東北地方太平洋沖地震

マグニチュード9.0 最大震度７

による

津波 火災 液状化 ライフライン

原発事故 などの災害・被害

東日本大震災



災害科学科の教育目標

｢人とくらしを守る」という高い志を醸成し・
職業として防災にかかわるだけでなく・地域
や企業などの様々な組織でリーダーシップを
発揮できる人材を育成する。



東日本大震災を現地で学ぶ



震災の脅威や教訓を学ぶ

気仙沼市東日本大震災
遺構・伝承館

リアス・アーク美術館

震災遺構高野会館跡大川小学校



“災害科学”の授業



◆ 「社会と災害」 １年生(３単位)

※ 「地理」の代替

◆ 「自然科学と災害Ａ」 １年生(４単位)

※ 「化学基礎」＋「生物基礎」の代替

◆ 「自然科学と災害Ｂ」 １・２年生(計５単位)

※ 「物理基礎」＋「地学基礎」の代替

◆ 「実用統計学」 １年生(１単位)

◆ 「科学英語」 ２年生(２単位)

※ 「英語表現Ⅱ」の代替

◆ 「倫理と国際社会」 ３年生(２単位)

※ 「倫理」の代替

◆ 「くらしと安全Ｂ」 ３年生(１単位)

◆ 「科学技術と災害」 ３年生(２単位)

※選択科目

◆ 「生命環境学」 ３年生(２単位)

※選択科目

◆ 「くらしと安全Ａ」 １・２年生(計２単位)

※ 「家庭科」＋「保健」の代替

◆ 「情報と災害」 １・２年生(計４単位)

特徴的な学習活動



くらしと安全A （ 家庭基礎 ＋ 保健 ）

家庭基礎・保健
⇒「くらしと安全A」(4単位)

衣･食･住･健康･安全･福祉を
防災の視点でも学習

文科省から教育課程特例校指定



東日本大震災の伝承活動



伝承（伝えること）の重要性



震災の脅威や教訓を学ぶ ⇒ 伝える

測 量 市民への説明

標識の
設置
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伝承の重要性 (地域の歴史)

多賀城市

末の松山
万葉集にも詠まれる



多賀城・七ヶ浜巡検



清水沢多賀城線

河北新報ONLINE NEWS2021年01月27日



清水沢多賀城線

清水沢
多賀城線

水平避難によって，海から離れる



清水沢多賀城線

垂直避難によって，増水から逃れる



オレンジフラッグ（七ヶ浜町の取組）

サーファーは地震の揺れや
周囲の声に気づきにくい

オレンジフラッグによって
視覚的に避難を促す



私たちの研究



浦戸巡検
（1年・7月）



浦戸諸島

東日本大震災の死者数 2人



1 海に面した海岸での生態系に
ついて調査する

2 浦戸諸島の農業には
どのような特色があるのかを
調査する

調査の目的



コドラート調査

コドラート調査とは
植物がどのように群がり，そしてどの
ように成長しているかを調べる。
1ｍ×1mを1つのエリアとした。

総合優占度
5:面積の3/4
4:面積の1/2〜3/4
3:面積の1/4〜1/2
2:面積の1/20〜1/4
1:個体数が多いが被度は、低い。
またはわずかな個体数である
が被度が高い。

⁺:きわめて低い被度で、
わずかな個体数。

r:きわめてまれに最小被度で
出現する。



結果・図と写真

調査の様子



観察した場所

A B
C

D

この防潮堤の海側は
植生なし



結果・表 A
地
点

B
地
点

C
地
点

D
地
点

野生植物研究所HP



グラフ

A地点 B地点

C地点 D地点
：オオニワゼキショウ

：ハマヒルガオ

：アオイゴケ

：セキショウ

：その他



考察

・どの調査場所も、防潮堤が造られた年代が同じ
→遷移の開始時期の差による違いではない。

・防潮堤に近いほど、植生の個体数が多い。
→海から遠いだけでなく，防潮堤で砂や土，
有機物が溜まりやすい可能性。

・観察場所Bだけハマヒルガオの個体数が極端に
多かった。
→人の出入りが多い。組まれた岩の間に砂が
入り込んでいる。

建築物を作る時に，生態系への影響も考える必要がある。



寒風沢島について

面積1.45平方メートル、
人口約100人。
浦戸諸島最大の島。
島内には水田が広がり、自
給自足を実現している島
といわれる。



⚫ 使っている田んぼ ⚫ 使っていない田んぼ

寒風沢島の田んぼの様子

特徴

⚫島には川がなく，雨水を利用している。
⚫米の品種改良も行われていた。



考えたこと

田んぼの中に
メダカなどの生物が生息して
いける環境が整っている

・塩分濃度が薄い
・環境面は復興している

高齢化も進み，震災後に農業を辞めてしまう人が多かった。

課題

・ドローンやAIなどの活用
⇒効率よく農業を発展

・自然災害からの復興をスムーズに行う
ための準備

提案



先輩の研究から



【目的】
針葉樹のクロマツがアカマツや広葉樹より防災林に適しているか
調査する。

【材料】
針葉樹２種(クロマツ、アカマツ)と広葉樹１種(ヒサカキ) 各２本

【方法】
０%、０.９%、１.８%、２.７%、３.５%の塩水１００mlを
週に2回程度与え土壌栽培し約一ヶ月間記録する。
※便宜上今回は幼木を用いた。

針葉樹(クロマツ、アカマツ)と広葉樹(ヒサカキ)を用いた
塩分耐性に関する実験



・塩分濃度が上がるごとにヒサカキは枯れている部分が目立ち始めた。
・アカマツは0.9%以上の濃度でほぼ枯死した。
・クロマツにはあまり影響がない。
⇒この三種類の中でクロマツがより塩害や環境変化に強い。



考察
塩分耐性はクロマツが優れており根の強度としては広葉樹の方が優れ
ていることから、混合林にすることで互いの欠点を補うことが可能にな
るだろう。アカマツは塩分耐性も低く根の強度もあまりないことから、利
用するのはクロマツの方が良い。
防災林を建てる際は海岸側をクロマツとして陸側に広葉樹を配置すれば
広葉樹の塩害を防ぐことができる上、津波到来時もクロマツの流出を抑
えられるのではないかと考える。

クロマツ アカマツ コナラ実験２
防潮林への利用を考え，
それぞれの根の構造や強
度を比較した。



【目的】
蔵王山が噴火した場合の被害をシミュレーションによって想定し，
安全な避難方法を考える。

【方法】
・17/10000000スケールの模型を作成
①地図を印刷
②等高線50m間隔に段ボールを切り重ねる
③ニスを塗り耐久性を上げる
・溶岩流に見立てた粘性が異なる水溶き片栗粉を用意
・御釜を噴火口と想定し、溶岩流の速度を測定

⇒噴火口から定点までの到達平均時間を各5回測定した

蔵王火山シミレーション
〜噴火時のすべき避難方法〜



粘度 小
水：片栗粉 ＝ 5：4

粘度 大
水：片栗粉 ＝ 5：6

粘度 中
水：片栗粉 ＝ 5：5

・多くの場合、御釜から東側の谷沿いに流れた。
・北側に流れることもあった



・溶岩の粘度が小さいほどスピードは速くなった。
・山の麓にいくにつれて

流れるスピードは遅くなり，広がりながら流れた。



火山の恩恵

みやぎの園芸特産データブック（令和4年3月）より抜粋宮城県HP



先輩の進路



弘前大学 農学生命科学部
国際園芸農学科

細井美桜（災害科学科3期生）

スマート農業で
自然災害に対応した
農業を！



ボランティアから



7月28日 松島町災害ボランティア
畑に流入した道路の砂利を取り除く。

農業における防災・減災対策の必要性
多くの人の手によるスピード感のある復興



人々が生活していく中で
自然災害はとても身近で，

避けきれないもの

日頃から災害に対する意識を高め，
自分の命を最優先する事が大切



宮城県多賀城高等学校
Miyagi prefecture Tagajo high school




